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美はおもに視覚の対象
となるものであるが、こ
とばを組み合わせたも
のを聞いたり、いろいろ
な分野の音楽を聞いた
りする時には、聴覚の対
象ともなる。というの
は、メロディやリズムも
美しいからである

しかし感覚からさらに上の領域
に進んで行くと、人びとは人間
のいろいろな営み、行為、状
態、知識などの美や諸徳の美
ももつことになるだろう（『饗宴」
210c、『ヒッピアス(大）』
297e298）。だが、もしそれら
の先にもなんらかの美があると
すれば、この小論がそれを明ら
かにしていくだろう

プロティノスのエネアデス
「プロティノスのプロティノスの美について 」I-6-(1)

さて、われわれに肉体
を美しいと思わせ、聴覚
に音を美しいと認めさせ
るものは、いったい何で
あろうか。魂につながり
のあるものはどれも美し
いが、これはいったいど
うしてなのだろうか

適宜、自分なりの注を加えてあるの
で、オレンジ色で示すことにする

訳注における著者名のない引用はプラトン
の著書である

エイドス（形）の役割はト・ア
オリストン（τὸ�ἀόριστον�
無規定なるもの）、ト・アペ
イロン（τὸ�ἄπειρον�無限
なるもの）に秩序と統一を
与え、いちなるものとして存

在せしめること

はたして、美しいものは
すべて同一の美によっ
て美しくなるのだろう
か、それとも、肉体の美
とほかのものの美は別
なのだろうか。それにま
た、諸々の美、いや美と
はいったい何だろうか

このような問題を提起するのも、た
とえば徳のピュシス（本性）のよう
に、或るものはそれ自身が美しい
が、別の或るもの、たとえば肉体な
どは、ト・ヒュポケイメノン（その物）
それ自体に基づいて美しいのでは
なく、ほかのものにあずかることに
よって美しくなっているのだからで
ある

すなわち、肉体などは、
同じものが或る時には
美しく見え、別の時には
そう見えないことがある
が、これがとりもなおさ
ず、肉体としての存在
と美としての存在が別
であることを示している
のである

してみると、肉
体にそなわって
いるその美しさ
とは、何なのだ
ろうか。まず、こ
の問題から考察
していかねばな
るまい

では、観る人びとの視
覚を刺激して自分の方
に向かせ、魅惑し、観る
ことに喜びを感じさせる
ものは、何なのだろう
か。これを見つければ、
おそらく、これをはしご
として用いて（『饗宴』
211c3）他の美を観る
こともできるだろう

さてまことに、ほとんど全部の人が、
「美とは部分の部分に対する、また部
分の全体に対する均衡で、そこに色彩
の素晴らしさが加味されることによっ
て、視覚に関わる美を作り出す」と主張
し、「目に見えるものばかりでなく、一
般にほかのどのようなものにおいても、
美しいということは、均衡がとれて適切
さをそなえていることである」と主張し
ている（SVF III278,432）

彼らのこの考えからすれ
ば、単一なものは少しも美
しくなく、いくつかの部分が
合わさってできたものだけ
が美しいということにならな
ければならないだろう。しか
しながら、もしほんとうに全
体が美しいのなら、その部
分も美しいのでなければな
らない

というのも、事
実、醜い部分が
集まって美しい
全体をつくるこ
とはありえず、ど
の部分もみな美
しさをもっている
のでなければな
らないからであ
る

それにまた彼らの考
えからすると、いろ
いろな美しい色も、
たとえば太陽の光
のようなものも、と
もに単一で均衡に
よる美しさをもって
いないのだから、美
の埒外にあることに
なるだろう

それなら、なぜ黄金は美しいのだ
ろうか。夜空の輝きあるいは星々
は、何によって美しく見えるのだろ
うか。また音声のばあいも同様に、
単一なものは美の埒外に追放され
ることになるだろう。しかしながら、
全体としての美しさを聞かせる楽
の音に、個々の音声そのものの美
しさを聞くこともまれではないので
ある

また同じ顔でも、均衡のと
れていることに変わりはな
いのに、或る時は美しく見
え、或る時はそう見えない
ことがある。このようなばあ
い、美は均衡以上の或るも
ので、均衡はその或るもの
のゆえに美しいのだと、どう
して言ってはいけないのだ
ろうか

さらにまた、人
びとの営みや美
しい言論へと進
んでいくなら
ば、彼らはこれ
らのばあいに
も、均衡が美の
原因であると主
張することにな
るだろう

しかし美しい営みや
法、学問、知識など
のなかに、どんな均
衡があると言うのだ
ろうか。諸定理がた
がいに均衡している
などということが、ど
うしてありうるのだ
ろうか

もし彼らが、「たがいに協和して
いるからだ」と答えるのなら、悪
い（まちがった）定理の間にも、
一致協和はあるだろう。という
のも、「正義とは世にも気高き
人の好さである」という定理は、
「<慎み>とはお人好しの愚かし
さである」という定理とたがいに
協和し、調子を合わせ、一致し
ているからである

しかし、事実、
徳は魂のもつ美
しさであり、これ
までにあげたも
のよりもさらに真
実の美なのであ
る

だが徳は、どのようにして均衡しているのだろ
うか。大きさが均衡しているようにして均衡して
いるのでも、数が均衡しているようにして、均
衡しているのでもないのである。それに魂には
多くの部分があるにしても、その部分がどんな
割合で結合し、混合しているのだろうか。知性
は、ただそれだけで単独に存在しているものな
のである。とすると、その知性の美しさとは、何
なのだろうか
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そこで、もう一度はじめ
にもどって、まず、肉体
に宿る美とはいったい何
であるかを論じていくこ
とにしよう

肉体の美は、一瞥しただけ
ですぐに感じとれるような、
なにかであって、魂はいか
にも知った仲であるかのよ
うにこれについて話し、これ
を認めるとよろこんで受け
入れ、いわばこれに自らを
適合させるのである

だが、これに対して、魂は
醜いものに出会うと、しりご
みをしてこれを拒絶し、これ
と協和するようなことはせ
ず、自分とは縁のないもの
と考えて、これから離れ
去ってしまうのである（『饗
宴』206d6）

だから、われわれは「魂はその本性に
おいて真に実在するものであり、真実
在の領域にあるこうどの存在にかかわ
りをもっているので、なんらかの点で自
分と同族のものや同族のものの痕跡を
見ると、喜び感動してそれを自己自身
に関連せしめ、自己自身と自己自身に
固有のものたちのことを想い起こす」と
主張する（プラトンの想起説、『メノン』
81）のである

では、この感性界にある美
しいものとあの知性界にあ
る美しいものとの間には、ど
んな類似があるのだろう
か。もし類似があるなら、両
者は似ているとしなければ
なるまい。だが、知性界に
あるものも感性界にあるも
のもともに美しいのは、どう
してなのだろうか

「感性界にあるものが美しいのは、
形にあずかることによる」と、われわ
れは主張する。なぜなら、形のない
ものでもともと姿や形を受けとるよ
うになっているもの（素材のこと）
は、すべてロゴスや形にあずかって
いないので醜く、神的なロゴスの埒
外にあるからである。そしてこれこ
そ、まったくの醜なのである

だが、姿やロゴスに
よって支配されきっ
ていないものも、そ
の素材が形によっ
て完全な姿を与え
られることを受けい
れてはいないので、
やはり醜いのである

そこで形がやってきて、多くの部分を
組み合わせて一つになるようにまとめ、
完成した統一体とし、しかも各部分が
一致協調するような仕方で一つにする
のであって、形自体が統一体なのだか
ら、姿を与えられるものも、多くの部分
からなっているという制約はあるが、で
きるだけ統一のとれたものとならなけ
ればならないのである

かくして、ものが統一さ
れると、今やそのうえに
美が宿り、その部分に
も全体にも美しさを与え
るのである。またこの形
は、同じような部分から
なる均質的な一つのも
のに出会うと、その全体
に同一の美しさを与え
るのである

それはたとえば或る
時には技術が多く
の部分をもった家の
全体に美しさを与
え、また或る時には
自然が一つの石塊
に美しさを与えるよ
うなものである

まことに、美しい肉
体は神的なものども
からやってきたロゴ
スにあずかることに
よって生じるという
ことは、このような
理由に基づいてい
るのである

エイドス（形）とロゴ
スの違いは何か？
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他方、美の認識は、これを
目的として魂に配置された
力が行うのであって、この
力が自分に課せられた事
柄の判定をもっとも効果的
に行うのは、ほかの魂も（魂
の知性以外の部分）この判
定に協力した時である

魂には思慮を司る
部分、感覚を司る
部分、成長を司る
部分があると考えら

れている

しかしおそらく、その力
は自分だけで、ちょうど
われわれが直線を判定
する時に物差を用いる
ように、自分のところに
あるエイドス（形）を判
定の基準として用い、こ
れに肉体の美をあては
めて、その判定を述べ
るであろう

だが、どうして肉体の美
が肉体以前の美（形相
の美）に合致するのだろ
うか。建築家は、どのよ
うにして外なる家屋を
内なる家屋のエイドス
（形）に適合させ、美し
いと判断するのだろうか

外的な家屋は石などを
分離していくと、素材の
外面的な嵩によって部
分に分けられた内的な
形となるからであって、
この形は多くの部分を
もったものとして現れる
けれども、実際には部
分のないものなのであ
る

̶̶その形は
自分とは反対の
形のないものを
結び合わせて
支配しているの
であるが̶̶

そこで、感覚は

それはたとえば若者の
なかにある徳の痕跡が
すぐれた善き人のなか
にある真実に協和する
ばあいに、その徳の痕
跡がそのすぐれた善き
人にここちよく見えるの
に似ていると言えよう

魂の内にある形と協和するもの・適
合するもの・親しきものとして、その
内的な形にこれをひきわたすので
あって、

物体に宿っている形を見、

他のいろいろな姿の上にひときわ
目立って君臨している姿を見ると、
まだばらばらになっているように見
える形をまとめて一つのものとし、

今や部分のないものとしたうえで魂
のなかに導きもどし、

感覚の役割は主体
であるエイドスへ橋
渡しすることである

何をエイドスにひき
わたすのだろうか？

なお、色彩の単一な美しさ
はモルペー（形姿）によるも
ので、光がそなわることに
よって素材のなかの暗闇を
照らし、これを支配すること
によて生じたものである
が、この光は非物体的なも
のでロゴスであり、（エイド
ス）形なのである

この点から考え
れば、混じり気
のない火が他の
物体より美しい
ということも理
解できるだろう

なぜなら、
火の美しさ
は、

－ーというのも、他の物体は暖
められるけれども、火は冷やさ
れることはないからであるが
－ー

すなわち、火は非物体的なもの
の近くにあるので他の諸物体
の上に位置を占め、

きわめて精妙で輝きに満ち、純
粋性を保っていて、他の物体を
自分のなかに取りいれることは
ないが、他の物体は火を取りい
れるということと、

火は色を第一義的なものとし
て所有しているが、他の物体は
火から色の形を受け取るという
ことに基づいているのである

火が他の諸元素に対して形の
地位を占めていること、

それゆえ、光は
形であるかのよ
うに、さんぜんと
輝いているので
ある

しかし、これに対し
て、火の支配を受
けておらず、その光
を失っているもの
は、色の（エイドス）
形にまったくあず
かっていないので、
もはや美しくはない
のである

また音声のなかに
ある調和のばあいに
は、感覚ではとらえ
られないかくれた調
和が感覚でとらえら
れる（ハーモニー）
調和をつくりだすの
であって、

このばあいにも、そ
のかくれた調和が
ほかのもののなか
に（エイドスと）同じ
ものを示すことに
よって、魂が美を理
解できるようにする
のである

そこで感覚でとらえ
られる調和にとって
は、ロゴスのなかに
ある数によって計測
され適切さを与えら
れるのが、当を得た
ことなのである

－ーただし、ど
んなロゴスでも
よいのではなく
て、形を作りだ
して支配するの
に役立つロゴス
のなかにある数
によってである
が－ー

以上、感覚によってとらえら
れる美について語ってきた
が、それはまことに（あの知
性界の美の）影像であり、
いわば（あの世を）とびだ
し、素材にやってきてこれを
飾りつけ、姿をあらわし、わ
れわれをびっくりさせる亡霊
のようなものなのである
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他方、感性界を超えた美について
であるが、これを見るのはもはや感
覚の役割ではなく、魂が道具を用
いないで見たり語ったりするので
あって、この美を観るためには感性
界から上の世界に昇っていき、感
覚を下の世界に待たせたまま、こ
れをかえりみないようにしなければ
ならない（『饗宴』210b）

だが、感性界の美
のばあいに、これを
見たこともなけれ
ば、これがいかに美
しいかを知ってもい
ない人びとに、その
美しさを語ることは
不可能である

－ーたとえば、
生まれた時から
目の見えない人
びとがこれに相
当するが－ー

同じように人びとのいろ
いろな営みについても、
これらの営みの美しさ
や諸知識の美しさその
他これに類するものの
美しさを認めたことのな
い者たちに、これを語る
ことはできないし、

また正義や節制の容姿
が、宵の明星や暁の明
星もこれほど美しいとは
思えないほど美しいとい
うことに思いをはせたこ
とのない者たちに、徳の
すばらしい輝きについて
話すこともできないだろ
う

しかしながら、魂がこの種の美
しさを見る時に用いる道具を
使ってこの美を観る人びとも必
ずいるのである。そして彼らは
これを観ると歓喜動転して、前
に感性的な美を見たときとはく
らべものにならないほど心をか
き乱されるのは必定である

なぜなら、その時こそ、まさ
に彼らは、真実の美に触れ
ているからである（『饗宴』
211e）。というのも、なにか
美しいものに触れた時には
これらの感動を、すなわち
驚き・狂喜・憧憬・愛・快適
な興奮などの感動を味悪
はずだからである

なお、人はこの見えざる美
に触れることによって、これ
らの感動を味わうことがで
きるし、魂はみなそうである
が、しかし、いわばこれらの
美に対する強い愛をもった
魂の方が、それだけその感
動も大きいのであって、

このことは、肉体の美の
ばあいにも、すべての人
がこれを目にするが、
みなが同じ程度の刺激
を受けるわけではなく
て、俗に「恋をしている」
と言われている人びと
ほど、とりわけ強い刺激
を受けるのと同じである

5
そこでわれわれは、感
覚でとらえることのでき
ない美しさを愛する人
びとに、次のように尋ね
てみる必要があるだろ
う

カワイイ表
現である

「君たちは、人びとが美しい
営みと呼んでいるものや美
しい性格、慎み深い人柄な
ど、つまり一般的に言って、
徳に基づく諸活動や状態、
それに魂のもつ美しさなど
を観て、どんな感動を受け
るのか。

君たちは君たち
自身のなかに
美しさを見いだ
した時、どんな
感動を受けるの
か

君たちは狂喜したり
興奮したり、また、
君たち自身を肉体
から引き離して一つ
にあとめ、自己自身
のみと交わることを
熱望しているが、こ
れはいったいどうし
てなのか」と

というのも、
まことの美
を愛する者
たちは、事
実、狂喜し
たり興奮し
たりするから
である

だが、彼らにそのよ
うな感動を与えるも
のは、何なのだろう
か。それはものの形
でも色でも、またな
んらかの大きさでも
なく、魂なのである

すなわち魂自体が無色で、無色なもの
としての思慮節制その他の徳の輝きを
もっており、君たちは、君たち自身や他
の人のなかに魂の偉大さや正しい品
性、清浄な思慮、厳しい容貌をそなえ
た勇気、荘厳さ、動揺せず穏やかで無
情念の状態に到達している謙虚さや、
これらすべてのうえに輝いている神々し
い知性のきらめきを観ると、強い感動を
受けるのである（『パイドロス』247c6）

たしかに、われわれ
はそのような魂の
徳や知性の輝きを
賞賛し、愛しはする
だろう。しかし、どう
してそれらが美しい
と言えるのだろうか

それらがまことの存
在で、われわれの
前に姿をあらわし、
これを目にする人は
「まことの存在とは
これさ」ということ以
外、何も言うべきす
べを知らないからで
ある

それらは何であ
るから、まことの
存在なのだろう
か。美しいもの
であるからであ
る

しかし、それらがどんな
ものであるから、魂を愛
すべき美しいものとする
のか、もっと説明する必
要があるだろう。すべて
の徳のうえに光のように
さんぜんと輝いているも
のは、何なのだろうか

もしよければ、われわれ
がいま求めているもの
とは反対のもの、つまり
魂のもとに生じる醜さも
取りあげて、美しさと比
較対照してみようでは
ないか

それというのも、醜さと
はいったい何でなぜあ
らわれるのかが明らか
になれば、それがとりも
なおさず、現在のわれ
われの探求に役立つこ
とになるのではないか
と思われるからである

さあ、それでは醜い魂があるとしてみよう。そし
てその魂は放埒で不正で、ありとあらゆる欲望
にさいなまれてちょっとしたことにも動転し、臆
病のゆえに恐れおののき、卑小なるがゆえに
嫉妬に狂い、思いめぐらすことといえば低級な
死すべきもののそれを一歩も出ず、すっかり歪
んでしまって清浄な快さを愛さず、肉体をとお
して与えられる醜悪なものに快さを見いだして
感動するものの生を生きている魂だとしてみよ
う（『ゴルギアス』525a）

してみると、ほかならぬその醜さは、魂にはいわば縁のない
「美しさ」として外から付け加えられたもので、魂に害を与え、
魂を不純なもの、多くの劣悪なものとすっかり混じり合ってい
るもの、もはや清浄な生も知覚ももたず、劣悪なものとの混合
によって漠然とした暗い生をおくっているもの、おびただしい死
と混じり合ってしまっているものとするのであって、その結果、
その魂はもはや魂の見るべきものを見ず、つねに外的なもの
で下の世界にあるもの、暗いものに惹かれているので、もはや
自己自身のなかにとどまることを許されない魂となっている
と、言わなければならないのではなかろうか

だから思うに、醜い魂とは不浄な魂
のことで、感覚に訴える魅力に惹
かれてどこへでも引きずられ、多く
の肉体的なものと混じり合い、素材
的なものと数多く交わってこれを自
分のなかに取りいれ、自分を劣った
ものとするような結合によって変化
し、別の形をとるにいたったのだろ
う

感覚はこれら
を何に引きわ
たしているの

か

つまりそれは、人が泥
や汚物にまみれると、も
はや自分のもっていた
美しさをあらわすことが
できず、ただ見えるの
は泥や汚物におおわれ
た姿だけということに
なってしまうのに似てい
るのである

むろん、そのばあい、彼
に縁のないものがつけ
加わったから、その醜さ
があらわれたのであっ
て、もしもう一度美しく
なろうとするなら、自分
のからだをきれいに洗
い清めて、もとの姿にな
ることを自分のつとめと
しなければなならい

だから、魂が醜
いのは自分に縁
のないものと混
合し融合して、
肉体や素材の
方に傾くからだ
と言えば正しい
だろう

そして魂のばあい、
その醜さは、それが
清浄でも純粋でも
ない点にあるので
あって、それは黄金
のばあい、その醜さ
が土塵にまみれて
いる点にあるのと同
じなのである

そこで人がその土
塵を拭い取ると、黄
金が後に残され、そ
れは美しいものとな
るが、それは黄金
が他のものから引き
離されて、自己自
身とだけしか交わっ
ていないことによる
のである

まことに魂のば
あいにも同じこ
とが言えるので
あって、

あまりにも肉体と交わりすぎること
によって生じる肉体ゆえの欲望から
引き離されて自分のみとなり、

そのほかの情念からも自由となり、

肉体に宿ることによってもつように
なったものから浄化され、

純一な自己としてどとまった時、

その魂は他のもの
に由来するいっさい
の醜さを捨て去った
ことになるのである

引き渡しているのでは、
なくてエイドスに引き渡
されていない、状態にあ
ると考えるのだろうか

引き渡す「絶対悪」とい
うものが存在しないから
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つまり古人のことばにもある
ように、「節制にせよ勇気に
せよ、徳はすべて浄化であ
り、ほかならぬ叡智さえも浄
化なのである（『パイドン』
69c1）」

－̶それゆえ、秘儀の教えに謎め
いたことばで、「浄めを受けずに冥
府に至りし者は、泥土のなかに横
たわらん。穢れしものは、悪ゆえに
泥土を好むものなれば」と述べられ
ているのも、うなづけるだろう。これ
はたとえば、「豚もからだの穢れゆ
えに、穢れしものを好む」というのに
似ているのである（ヘラクレイトス
『断片』B13 DK）－̶

というのも、まことの節制とは、肉体的な快楽にく
みしないで、これを清浄なものでもなければ清浄
なものにふさわしいものでもないとみなして、避け
ることにほかならないのではなかろうか

また勇気とは、死を恐れないことであり、死とは魂
が肉体から離れることである（『パイドン』64c5）。
しかし純粋な自己となることを好む者は、肉体から
離れることを恐れはしない

また大度とは、この世の事柄を軽蔑することである

なお、叡智とは、魂を感性界から転じて知性界へ
と導く知性活動のことである

さて、魂は浄化されると（エ
イドス）形となりロゴスと
なって、まったく肉体のない
もの、知性的なものとなり、
その全体が神的なものの
一部となるのであって、湧
水のように溢れでてくる美
やこれに類するものは、す
べてそこに源をもっている
のである

だから、知性の
方に導きあげら
れた魂は、はる
かにその美しさ
を増してくるの
である

なお、知性や知性
の領域にあるもの
は、もともと魂に固
有の美であって、無
縁のものではない。
魂は知性界にある
時にのみ、ほんとう
の意味で純粋な魂
となるからである

それゆえにまた「魂が善美
なるものとなることは、魂が
神に似ることである」と言わ
れるのも正しい（『テアイテ
トス』176b1）。美やその他
真実在にかかわりのあるも
のは、神に由来するからで
ある

いや、むしろ美が真実在で
あり、真実在とは異なるも
のが醜なのであって、その
同じものが第一義的な悪
でもあるのである。したがっ
て、あの神においては、善
きものと美しきものとは、い
やむしろ善と美とは同じも
のなのである

それゆえ、美と善、醜と悪と
の探求は、同じ方法によら
なければならないことにな
るだろう。そして美を－̶そ
れは善でもあるのだが－̶
第一位のものとみなし、そ
れからじかに美しきものとし
て知性が生じ、魂は知性に
よって美しさを得ているとみ
なさればならないだろう

だが、これに対して、ほか
のものは、行為の美にせよ
営みの美にせよ、形姿を付
与する魂から美しさを得て
いるのである。それにまた
肉体なども、およそ美しいと
言われるものはすべて、魂
がこれを美しくしているの
である

つまり魂は神のよう
なものであり、いわ
ば美の一部なのだ
から、自分が接触し
支配するものども
を、それらが自分に
あずかることのでき
る範囲内で、美しい
ものとするのである
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それゆえ、われわら
はさらに、すべての
魂が欲し求めてい
る善をめざして昇っ
ていくようにしなけ
ればならない

ーーとにかく、もし
人がこの善を観れ
ば、わたしがどうし
てこれを美しいと言
うのか、その意味も
わかるだろう－̶

というのも、美は善として求めら
れており、われわれの欲求もそ
れに向けられているのである
が、この善に至るには、われわ
れが降下して身にまとったもの
を脱ぎ捨て、上の世界に方向
を転じて昇っていかなければな
らないからである

ーーこのことは、神
殿の聖域に参上し
ようとする者たち
に、今まで着ていた
衣服を脱ぎ捨てて
身を浄め、はだかの
まあで聖域に上るこ
ととが要請されるの
と似ている－̶

そして、このように
して昇りながら神に
縁のないすべての
ものを通過し、純粋
な自分にもどって純
粋単一で清浄な善
をありのままに観る
ことができるまで
（『饗宴』211e1）

すべてはこの善
に依存し、これ
を眺め、これに
よって存在し、
生き、思惟する
のである

美は実在であり、実在
と異なるものが醜で、
醜と同じものが第一義
的に悪であるから

美は善である

悪には種々あるが、
その第一が醜であ
るということか

というのも、
善は生や思
惟や存在の
元だからで
ある

それゆえ、もし人が
これを観れば、どれ
ほど大きな愛にとら
われ、どれほど強く
憧れて、これと一体
になろうとすること
だろうか。また、そ
の快さに、どうして
心をかき乱されない
ことがあろうか

まだこれを観たことのない人に
とっては、これを善きものとして
求めることも可能であろう。

しかし、これを観た人は、その
美しさを賞賛し、驚嘆しながら
も快さを満喫し、害のない強烈
な衝撃に心を乱され、まことの
愛と熱烈な憧れをもってその美
しさを愛し、ほかのものへの愛
をあざけり笑って、これまで美し
いと思っていたものを軽蔑する
ようになるのである

それは、姿をとって
あらわれた神々やダ
イモーンに会って、
もはやほかの肉体
のもつ美しさを昔の
ようには受けいれな
いようになった人び
との気持ちに似てい
るのである

では、もし人が<肉や物体
の穢れにまみれずに純一な
ものとしての清浄さを保ち、
その清らかさを維持するた
めに地上にも天空にも居場
所をもたぬ美そのもの>を
観れば、いったいどういうこ
とになると、われわれは考
えたものだろうか（『饗宴』
211d8）

事実、地上の美や
天空の美はすべて
外から付与されたも
のであり、混じり
合ったものであっ
て、第一義的な美
ではなく、あの美そ
のものから派生した
ものなのである

だから、もし人があの第一義的な美を、つ
まり万有に美を付与するけれども、自己自
身にとどまりながらこれを他に与え、自己
自身のなかには他から何もとりいれること
のないあの美を観れば、彼はそのすばらし
い美しさを観照することに夢中になり、自分
もこれに似た者となって、これを享受するこ
とになるのは必定である

自己自身にとど
まり、とあるか
ら、他に与えて
も自己は減少し

ない

似た者となって
享受できること
を、強く肯定し
ている

それなのに彼は、なお
どんな美を求めるのだ
ろうか。彼の観たものは
まさしく最上の美、第一
義的な美なのだから、
これを愛する者を美し
い人、この美への恋に
ふさわしい人とするので
ある

だから、ここでわれわれの魂には、「激
烈きわまる最後の抗争が課せられる
（『パイドロス』247b5）」のであって、わ
れわれの労苦も、すべてこのために、
すなわちこのすばらしい光景にあずか
るためにささげられていあのであり、こ
れを得た者は、その「祝福された光景
（『パイドロス』250b6）」を観ることに
よって、自らも祝福に満ちた人となるの
である

だが、これを得られない人
は、まことに不幸な人であ
る。色彩の美や肉体の美な
どはこれを得ることができ
なくても、また権力もなく役
職もなく、たとえ王座に恵
まれていなくても、別に不
幸なことではない

不幸な人と
は、この美
を、しかもこ
の美のみを
得ることの
できない人
のことなの
である

この美を得るためには、王座の
獲得も全地・海・空の支配権の
獲得も断念しなければならない
のであって、人がこのすばらし
い美を観ることができるとすれ
ば、それは、彼がこれら地上的
なものの一切を放棄してかえり
みず、その眼差しをあの美へと
転じたばあいのことである
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では、その美に至るには、どうすればよいの
だろうか。どのような手立てをふめば、その
美に到達することができるのだろうか。聖
なる社の奥深くに鎮座ましまし、外に姿を
現されることもないので、穢れ多き俗人に
は見ることもできないような「はかり知れな
い美しさ（『国家』VI509a6）を観るために
は、どうしたらよいのだろうか

その力のあるものは
内に進み、讃歌する
がよい（『パイドロ
ス』247a6）。ただ
し、肉眼で見るもの
はこれをすべて後に
残し、以前に見た肉
体の輝きの方をふり
向いてはならぬ

肉体の美を見ても、
決してこれを追わ
ず、それらはまこと
の美のエイコーン
（似姿）、痕跡、影に
すぎぬことを知り、
これらを避けて似像
の本体に向かわね
ばならぬからである

もし、人がこの似姿
をまことの美と思い
こみ、走り寄ってつ
かもうとするなら
ば、たしかに或る物
語に謎めいたことば
で述べられていたと
思うが、

水にゆれ映る美しい影をつかまえ
ようとして流れの奥に沈み、やがて
姿を消した人と同じように、美しい
肉体に執着してこれを捨てようとし
ない人は、彼の肉体ではなく魂が
知性にとっていまわしい暗闇の奥
底へと沈み、盲者となってハデス
（冥府）に住みつき、そこで今まで
のように影と交わりながら暮らすこ
とになるだろう

それゆえ、或る人が
「いざ、なつかしき
ふるさとへ逃れ行か
ん（ホメロス『オ
ディッセイア』
IX29）」と勧めたの
も、まことにゆえな
きことではないので
ある

オディッセウスは魔女キルケや
カリュプソの手から逃れ－̶どう
もわたしには、彼の行為にはか
くされた意味があると思われる
のだがーー目を楽しませるもの
に囲まれ、感覚美に恵まれた暮
らしをしていたのにもかかわら
ずM、そこにとどまることをよし
としなかった、と詩人は述べて
いる

では、その
逃避行と
は、何だろう
か。して、ど
のようにして
逃れるのだ
ろうか

われわれもこれに
倣って船出すること
にしよう。むろん、わ
がふるさととは、わ
れわれが昔いたとこ
ろ、わが父君もおわ
すところのことであ
る

では、その
旅、その逃
避行、とは
どんなもの
なのだろう
か

この旅をなしとげる
のに必要なのは、わ
れわれの足ではな
い。足は、この地上
の世界なら、あちら
こいらとどこへでも、
われわれを運んでく
れるにすぎないから
である

しかし君は、馬車や船
を準備する必要もな
い。そんものはすべて
捨ててかえりみず、いわ
ば肉眼を閉じて、のか
わりに、万人がもちなが
らわずかな人しか用い
ない別の目をめざめさ
せるべきである
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ではその心眼は何
を見るのだろうか

めざめたばかりの心眼
は、光り輝いているもの
をすこしも見ることはで
きない（『国家』
VII515e）。だから魂は
その心眼に、まず、いろ
いろな美しい営みを見
ることに慣れさせねば
ならぬ

そして次に、諸々のすば
らしい仕事をを見ること
に慣れさせねばならぬ。
そしてその後で、それら
のすばらしい仕事をな
しとげている人たちの
魂に目を向けるがよい
（『饗宴』210b）

－̶と言っても、諸
技術のなしとげる仕
事ではなく、すぐれ
た善き人と言われ
ている人たちのなし
とげる仕事である
がーー

では、善き魂の
もつ美しさがど
のようなもので
あるかを、君は
どのようにすれ
ば見ることがで
きるのか。ま
ず、君自身にも
どり、見よ

だが、それでも君自身の美しさ
を見ることができなければ、彫
像制作者のようにふるまうがよ
い。彼のつとめは美しい彫像を
作りあげることで、彼は、いろい
ろな部分を取り去ったりみがい
たり、なめらかにしたりきれいに
したりし、これをねばり強くつづ
けることによって彫像に美しい
容姿を与えるのだが、

同じように君も、君の余分なところを取
り去り、曲がったところをまっすぐにし、
暗くかすんでいるところをきれいにして
輝きを与え、この作業をねばり強くつづ
けながら、徳のもつ神のような栄光が
君のうえに輝きわたるまでは、つまり
「清らかな台座に鎮座まします節制
（『パイドロス』254b7）」を見るまでは、
君の「彫像作り」をやめてはならぬ

そして君が彫像になりきって、
その彫像を見るとき、すなわ
ち、君がこのようにして純一な
ものとなるのを妨げるものを何
ひとつとしてもたず、また、君
自身に付着しているような別の
混じりものは君の内には何ひと
つとしてなく、君自身のすべて
がただまことの光のみとなって

－̶その光は大きさで測定
されているものでもなけれ
ば、形で囲まれて小さく
なっているものでも、また逆
に無限に拡大されたもので
もなく、どんな尺度よりも大
きくどんな量も凌駕してい
るので、どこをとってもはか
り知ることのできないものな
のであるがーー

清らかな君が君自
身と交わったとき、
つまり君が、君自身
の内につくりあげた
彫像となっている君
自身を見る時、その
時こそ、君は心眼そ
のものとなって自信
に満ちあふれている
ことだろう

そして、ここまで
昇ってきた君には、
もういかなる指導者
も必要ではないだ
ろう。だから全力を
集中して観るがよ
い。大いなる美を観
るのは、この眼だけ
なのだから

しかし、悪徳ゆえにかすん
だ眼をした不浄な者や、
弱々しく臆病ゆえにすばらし
い輝きをもったものを見るこ
とのできない者が、その観
ものへ向かうばあいには、
たとえ人がすぐそばに見る
ことのできるものがあると
指摘してくれても、何も見
はしないだろう

人が観ものに注意
を向ける時には、そ
の前に、見るもの
を、見られるものと
同族のもの・似てい
るものとしなければ
ならないからである

最初に自分
自身を見る
心眼が必要
であること

つまり、眼は太陽の
ようにならなければ
（『国家』VI508b）、
太陽を見ることはで
きないのであるし、
魂も美しくならなけ
れば、美を観ること
はできないのである

だから、神や美を観よう
とする者は、まず自らが
まったく神のような者と
なり、美しい者となりき
らなければならぬ。その
ようになれば、彼は上
の世界に昇ってきて、ま
ず知性の領域に至るだ
ろう

そして、そこで、どの（エ
イドス）形も美しいことを
知り、美とはこれなの
だ、イデアなのだと言う
だろう。というのもすべ
てはイデアゆえに美し
いからである

だが、われわれが善な
るものと呼んでいるもの
は、この知性を超えた
かなたにあるものなの
であって、その善なるも
のは、美を自らの前に
位置を占めるものとし
て所有しているのであ
る

したがって、おおまかに言
えば、この善を第一義的な
美とみなすこともできるだ
ろうが、知性的なものを区
別するならば、エイドス（形）
の場が知性的な美で、善は
美を超えたかなたにあり、
この善が美の源泉であり始
原である、と言えるだろう

善と第一義的な美はお
同じものとみなされるだ
ろう。しかし、いずれに
せよ、美はあの知性界
にあるのである


